
「IoT空調管理」アシスネットサービス 
～ 空調機はずっと働き続けるものだから ～ 

ダイキン工業株式会社 

サービス本部 水野 
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業務用空調機 国内シェア  No.1 
空調事業売上高 グローバルNo.1 

商号 ダイキン工業株式会社 

設立 1934年2月11日 

代表者 取締役社長 兼 CEO 十河 政則 

従業員数 
（2018年3月31日現在） 

単独   7,036 名 
連結  70,263 名 

本社 大阪市北区 2-4-12 梅田センタービル 

グループ会社数 
（2018年3月31日現在） 

連結子会社 269社 

（国内28社、海外241社） 

主な事業内容 空調・冷凍機、化学、油機、特機、電子システム、サービス 

１．ダイキン工業ってどんな会社？ 
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※富士経済「グローバル家電市場総調査2017」調べ 



空調機器 

住宅用 業務用 

ﾌﾛﾝ
ｶﾞｽ 

ﾌｯ素
樹脂 

油圧機器 酸素医療器 

アフターサービス 
修理 

メンテナンス 

保守 

+ソリューション 

油機 特機 

化学 

サービス 

アプライド 

電子 

ものづくり ICT 

部門別売上高明細表[連結] 
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１．ダイキン工業ってどんな会社？ 
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 環境と地球温暖化 
 

   CO2などの温室効果ガスによる、地球温暖化。 
   空調機に必要なフロン冷媒も温室効果ガスの１つで、 
   環境貢献と事業拡大を両立する環境経営が求められている。 

 
 モノ売りからコト売りへ 
 

    “エアコンを提供する”ことから、”その場にふさわしい空気/空間を提供する”ことへシフト。 
 

 循環型ビジネスの構築 
 

    日本含む先進国の成熟市場では、顧客とのつながりを強化し、新たな価値を提供し続ける 
    循環型ビジネスを構築することが重要。 
 

 IoT及びAI技術の発展 
 

    IoT及びAI技術の発展により、様々なデータを取得、活用しやすくなってきた。  

２．サービス開発の背景は？ 

■地球温暖化のしくみ 
大気中の 
温室効果ガスが 
増える 

太陽熱を 
適度に宇宙に放出し、 
気温は適温に保たれる 

温室効果が高まり 
気温が上昇する 

CO2などの 
温室効果ガス 



『アシスネットサービス』を11月よりサービス開始 

業務用空調機のフロン排出抑制法対応含めた維持管理を総合的にサポート 

6 

①ターゲットは？ 
 → 業務用空調機を所有する幅広い顧客 
 

②ニーズは？ 
 → フロン排出抑制法対応含めた管理工数を削減 
 

③価格は？ 
 →LPWAの利用で開発・運用コストを抑え、 
   リーズナブルな価格を実現 

アシスネットサービスHP：https://www.daikin.co.jp/fcs/assisnet_service/index.html 

・1993年開始したIoT保守サービス 
・オンラインで24時間365日監視し、 
 故障予知、省エネをサポート 

エアネットサービスHP  ：https://www.daikin.co.jp/fcs/product_03.html 

エアネットサービス 

２．サービス開発の背景は？ 



２．サービス開発の背景は？ 

CO2 40トン超分 

• 人間に快適な環境をつくるエアコンには、フロン冷媒が必要。 
• 世界中で空調機の普及が進み、フロン冷媒も増産。 
• フロン冷媒は、万一漏れると地球温暖化に影響。 

CFC 
ｸﾛﾛﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ 

HCFC 
ﾊｲﾄﾞﾛｸﾛﾛﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ 

HFC 
ﾊｲﾄﾞﾛﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ 

オゾン層 
破壊係数 

温暖化 
係数 

1.0 

0.05 

０ 

10,9０0 

1,810 

2,090 

675 R32 ０ 

R12 

R22 

R410A 

万一業務用空調機※1台分の 
フロン冷媒が大気中に漏れると… 

環境負荷の少ない冷媒開発の試み 

※R410A-20kgの機械の場合 
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フロンの環境への影響 



これまで 

2015年4月～ フロン排出抑制法 

フロン回収破壊法 

業務用空調機の廃棄時におけるフロン類の回収・破壊のみ義務づけ。 

《何が変わったのか？ これまでのフロン回収破壊法と比較》 

実際は‥使用中も、整備不良・経年劣化等により機器本体及び配管から漏えいしている。 
      機器管理者は漏えいの発生状況や原因、漏えい量を把握出来ていない場合 
      が多い。 

フロン 
メーカー 

管理者 
充填回収 

業者 
破壊・再生 

業者 

フロン排出抑制法の対象 

製品 
メーカー 

フロン類の製造から廃棄までのライフサイクル全体で漏洩を抑制する。  

各段階の当事者に「判断の基準」遵守を求める取組を促す。 
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２．サービス開発の背景は？ 

新 新 新 

フロン排出抑制法の改正 



◆ 点検  

    ・定期点検…圧縮機定格出力が7.5kw以上の空調機器が対象 

                3年毎に有資格者にて実施要   
 

      ・簡易点検…全ての業務用空調機器が対象 
                 3ヶ月毎に実施要 
         

◆ 記録の保管… 機器台帳に点検、整備内容の記録し、保管する 
 
 

◆ 機器の設置と使用環境の基準の遵守 
 
 

◆ 漏えい発見時の対応 
 
 

◆ 年次報告…フロン漏えい量が1,000CO2-t以上の者は所管する大臣に報告 

空調機の管理者※に求められること 
※主に機器を使用するユーザー 
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２．サービス開発の背景は？ 

空調機を維持管理する為の負担が増えた!! 



 【提供メニュー】 
 

 ① ダイキンエンジニアによる定期点検 
 
 

 ② 簡易点検サポート 
 ③ 空調機台帳管理 
 ④ 運転時間の管理サポート 
 ⑤ 運転異常時のメール通知 

【価格】 

 月々600円/台(税別) 

10 

※基本3年契約。 
 支払いは一括又は年払いです。 

※ 通常1～2万円/台・回 

３．アシスネットサービスってなに？ 
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３．アシスネットサービスってなに？ 
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① ダイキンエンジニアによる定期点検 （規定出力以上の業務空調機が対象） 

■IoTシステムで取得し、点検データを自動抽出。 
■現地での外観点検とデータを合わせて総合診断。 

3年に1回ダイキンのサービスエンジニア(有資格者)が定期点検を実施。 

【取得データによる点検】 【外観点検】 

点検時間 

1/3 

３．アシスネットサービスってなに？ 
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② 簡易点検サポート（全ての業務用空調機が対象） 

■点検時期をメールでお知らせ。 
■スマートフォンでガイドに合わせて項目をチェックするだけで登録完了。 

3か月毎に管理者(ユーザー)様自身で対応頂く簡易点検をWeb上サポート。 

現地で見ながら簡単に
チェック～登録できる。 

【外観点検】 

３．アシスネットサービスってなに？ 
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③ 空調機台帳管理 

■登録した結果を各種台帳として出力。 
■多店舗など複数物件を全体及び個別管理できる。 
■機器リスト共有機能で管理会社にも共有可能。 

所有の空調機の各種点検/修理結果をWeb上で一括管理。 

管理工数削減！ 

今までの 
EXCELや紙での煩雑な管理を 
Web上で一括管理 !! 

３．アシスネットサービスってなに？ 



④ 運転時間の管理サポート 

圧縮機ごとに空調機の稼働時間を把握し、お客様に合った修繕/更新計画をサポート。 

圧縮機稼働時間が保全推奨 
時間を経過した機械が一目瞭然。 

■圧縮機単位で、運転時間を把握。 
■通信端末設置から取得したデータと空調機設置時期から推定時間を自動反映。 
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３．アシスネットサービスってなに？ 
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⑤ 運転異常時のメール通知 

異常発生 

クラウド 

管理者(ユーザー) 

空調機に異常が発生した場合に、即座に状況把握ができ、修理依頼可能。 

管理会社/販売店 

異常を素早く検知！ 

■異常時は、登録先（複数可）にメール通知。 
■異常発生した、系統、時間、内容を現地に行かなくても把握できる。 

３．アシスネットサービスってなに？ 



• 外部電源必要なし。 

• 室外機間配線なし。 

• 室内での設定/作業なし。 

• フロン点検用各種データ 
• 異常コード (異常発生時) 
• 圧縮機運転時間 

システム構成 
＜特徴＞ 

Sigfox基地局 

ダイキン 
クラウド 

Sigfox通信 

室外機 ユーザー 管理会社 

＜取得データ＞ 

後付が容易！ 

省施工 

低通信料 

手軽 

• スマホやタブレットからも操作可能。 

• Sigfoxで安価に通信。 
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４．システムの特徴は？ 



最後に… 

現在国内には、「フロン排出抑制法」対象となる空調機が1千万台以上 

あります。『アシスネットサービス』を展開することで、冷媒漏洩を抑制し、 

国内だけでなく全世界に安心で健康的な空気空間を提供できる様これ 

からも全力で取り組んでまいります。 
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